




乳幼児健康審査事業、とくに事後措置の中で問題となる障害児にかかわる機関は、現代社

会中では決して少なくない。しかし、発見された障害児を、どこの機関がどこまでみ、つ

ぎにどの機関にどのようにつなげてゆくか、その児を一貫した流れの中でみとってゆける

システムが、いまだ不明確のままに残されている。本研究班の最終目標は、健診を通して

みつけられた障害児のための療育サービスプログラムを、従前よりある社会資源を活用す

る方向で模索することである。このような方向をめざしつつ、第二年度である本年度は、

以下の諸点について検討を加えた。 


